
 4 月に県内 6 か所で助成制度合同説明会を開催し、併せて「クラウドファンディング活用セミナー」を実

施しました。参加者は 200 人を超え、クラウドファンディングの注目度の高さが感じられます。今後もクラ

ウドファンディングの市場規模は拡大し、地域活動を行う団体の皆様にとっても、資金調達の手段として有

効なツールとなることから、今回はクラウドファンディングの活用方法についてご紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Ｑ．「クラウドファンディング」 

ってなに？ 

クラウドファンディングとは、プロ

ジェクトの挑戦者がインターネッ

ト上で支援を呼びかけ、アイデア

実現のために必要な経費を広く

不特定多数の人々から集める

資金調達手段のことをいいま

す。 

P4. 島根で頑張る人 
特定非営利活動法人中村元記念館 
東洋思想文化研究所 清水谷 善圭さん  
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 今月の見どころ 
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第 35回 

P3. 助成金・イベント情報 

っちゃん
がいく！ 

P2. スタッフ紹介 ～石見事務所編～ 
   

P1.「地活っちゃんが行く！」資金調達に役立つ！ 
クラウドファンディング活用法 

 

◆取り組むメリット  

資金調達はもちろんのこと、

様々なメリットがあります。 

＊ページ掲載により、テスト

マーケティングや活動のＰＲ

にもなります。 

＊活動への共感を得ること

で支援者のファン度を上げ

る、または新規のファン獲得

にもつながります。 

クラウドファンディングに

挑戦したい！という方は当

財団までお問合せください。 

【問合せ先】地域活動支援課 

TEL：0852-28-0690 

◆ポイントと注意点  

クラウドファンディングは掲載すれば勝手に支援が

集まる場所ではありません。挑戦者の地道な努力

により「支援を集める場所」です。 

①まずは身近な方々へ支援を募りましょう。 

②期間中はこまめな記事の更新や地道な支援依

頼を行いましょう。 

③はじめが肝心です。事前に入念な準備を行いま

しょう。（目標は 1日目で達成率 30％！） 

◆クラウドファンディングに挑戦したい！！ 

当財団の「クラウドファンディング活用支援事業」をご活用ください。 

クラウドファンディングを立ち上げようとする県内の地域づくり団体や NPO 等にアドバイ

ザーを派遣します。対象のクラウドファンディングは、「FAAVO島根(※)」とします。 

※FAAVO島根とは、島根を盛り上げる

プロジェクトに特化したクラウドファンデ

ィングプラットフォームです。 
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スタッフ紹介 ～石見事務所～ 

今月の和歌  雨の日は 「楽しき農夫」 弾く妻の ピアノ聴きつつ 草刈り機直す  （秋田県横手市 後藤昇さん） 
                                            第４回農業・農村はかっこいい！和歌募集 優秀賞作品 
 

 

①「石見を元気に」 

 

②ランニング＆旅 今年は富山に遠征 

産直市めぐり（おいしい野菜を求め

て・・・） 

 

③少しでも地域の活性化・皆さんのお

役にたてたらと。前傾姿勢で取り組みま

す。 

 

①いつも明るく、相手の身になって。 

 

②写真撮影、庭いじり！ 

 

③常に前向きに、現場を大切に！！ 

 

①自分が貢献できる方法を探す 

 

②謎解きゲーム制作 

 

③石見担当３年目になりました。 

 気合入れて頑張ります！ 

 

①本物を見る！ 

 

②フラダンス 

 

③今年度も江津市と津和野町を担当

します。いつでもお声掛けくださいね！ 

 

①「記憶に残る人になる」 

 

②音楽ライブに行くこと♪ 

 

③新しい出会いや発見を探しに動き

回りたいと思います。 

今年度もよろしくお願いします！ 

 

①明るく元気に 

 

②自動車のカタログ収集 

 

③現場の声を大事にして常に 

頼られる存在を目指します。 

 

石見事務所のメンバー紹介です。 

今年度は新メンバー1名を迎え、 

メンバー8名。全員一丸となって、さらに 

石見地域の皆さんを応援していきます！ 

本年度も、どうぞよろしくお願いします。 

★メンバーへの質問★ 

1.仕事のモット―は 

2.趣味（好きなこと） 

3.意気込みを一言！ 

小笠原
お が さ は ら

 勝司
か つ じ

 所長 

 

生田
い く た

 祐
ゆ う

介
すけ

 参事 （主担当：益田・邑南） 

 

山崎
やまさき

 紀
の り

明
あき

 専任スタッフ (担当：しまね田舎ツーリズム） 

黒川
くろかわ

 裕美
ゆ み

 専門スタッフ （主担当：江津・津和野）  

            

水
みず

黒
く ろ

 望
のぞみ

 スタッフ （主担当：川本・美郷） 

 

山藤
さ ん と う

 美幸
み ゆ き

 専門スタッフ （主担当：浜田・吉賀） 

奈良井
な ら い

 健
けん

悟
ご

 主任 （主担当：大田） 

 

重村
しげむら

 真生
ま い

 スタッフ （担当：しまね田舎ツーリズム） 

 

①周囲に目を配る！ 

 

②旅行に行く（計画を立てる） 

 

③今年度もいろんな方と出会っていき

たいと思っています。よろしくお願いしま

す！ 

 

①フットワーク軽く、考えるより動く 

 

②SUP、デイキャンプ、映画鑑賞 

 

③田舎ツーリズムを担当させて頂きま

す。 慣れないことも多いかと思います

が全力で取り組みたいと思います！ 



■締 切 日：令和元年 6 月 7 日(金) 必着  

■対  象：①高齢者を主な対象に、原則 1 年以上継続して週 1

回以上配食友愛サービスを一貫して行っている事②

非営利の民間団体である事③配食用の車両が不足

し、本寄贈によって運営の円滑化が見込まれる事 

■寄贈内容：助成内容：配食用小型電気自動車１台 

事業規模：10 台（10 団体予定） 

●問合せ先：(一社)全国食支援活動協力会 事務局   

TEL：03-5426-2547 FAX：03-5426-2548 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/4018 

■開催日時：令和元年 6 月 29 日(土) 19:00 開演 

令和元年 6 月 30 日(日) 14:00 開演 

■内  容：「縁」をテーマにしたダンスの世界 

あなたの中にも潜んでいる「縁」の記憶に結びつき、

頭と心をめいっぱい揺さぶります。 

■場  所：チェリヴァホール２F（雲南市木次町里方 55） 

■料  金：大人 2,500 円/高校生 1,000 円/中学生 500 円(当日

料金各＋500 円)/小学生以下無料（要予約） 

●問合せ先：スカーチエ 事務局 TEL：080-2890-3650 

https://www.shimane-ikiiki.jp/events/3972 

■締 切 日：令和元年 5 月 31 日(金) 消印有効 

■対  象：原則として非営利の法人であること。※ただし、法

人でない場合でも、3 年以上の継続的な活動実績があ

り、組織的な活動を行っている団体は対象とする。 

■対象事業：社会福祉事業（福祉施設の運営、福祉活動など）を

行う民間の団体が企画する事業案件※条件有 

■助成金額：1 件当り 200 万円（上限） 助成件数 50 件以上 

●問合せ先：(社福)丸紅基金 TEL：03-3282-7591/7592 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/4061 

あなたの団体はどれくらいの価値を社会に対して提供しているか説明できますか？ 

今回のワークショップでは、事業計画づくりからの一連の流れとしての「成果」の考え方と、「成果」を団体内で共有し 

学びを促進する手法としての「ロジックモデル」のつくり方について学びます。 

【東部会場】 

■開催日時：令和元年 6 月 6 日(木) 13:00～17:00 

■会  場：松江市市民活動センター スティックビル交流ホール 

■定  員：各会場 20 名                   ■申込締切：令和元年 5 月 31 日(金) 

■対 象 者：助成金の申請をお考えの方、これから事業を始めたい方、事業の改善をしたい方など 

●問合せ先：(公財)ふるさと島根定住財団 地域活動支援課 TEL：0852-28-0690、石見事務所 TEL：0855-25-1600  

  https://www.shimane-ikiiki.jp/events/3962 

【西部会場】 

■開催日時：令和元年 6 月 7 日(金) 10:00～15:00 

■会  場：石見産業支援センター いわみぷらっと会議室 

 

■締 切 日：令和元年 5 月 31 日(金) 当日消印有効 

■対  象：主に島根県内の民間団体が主体的に行う文化事業

で、一般に広く開放して実施されるもの（地域文化

振興・芸術文化振興・国際文化交流）  

■助成内容：対象経費×1/2 以内（10 万円以上 10 万円単位） 

      ※総事業費 50 万円以下の場合、10 万円以上 5 万円単位の申請可 

●問合せ先：(公財)しまね文化振興財団 担当：前島 

TEL：0852-22-5500 FAX：0852-22-6412 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/3960 

 

■締 切 日：令和元年 6 月 30 日(日) 必着   

■対  象：障害者福祉の増進を目的として運営されている

NPO 法人の諸事業※条件有 

■内  容：利用者のために必要な機器・車輌・建物（新築、

改修、増改築）等 

■助成金額：原則 1 法人当り 50 万円～700 万円  

      ※申込法人が総費用の 20％以上を負担 

●問合せ先：(社福)清水基金 

TEL：03-3273-3503 FAX：03-3273-3505 

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/4063 

■締 切 日：令和元年 6 月 7 日(金) 必着 

■対    象：子育てに関連した実践活動に取り組んでいる国内

の民間グループや団体。活動年数やメンバー数は問

わない。 

■表彰内容：大賞（賞金 200 万円）1 団体/奨励賞（賞金 100 万

円）2 団体/選考委員特別賞（賞金 20 万円）受賞団

体には専門家を派遣してアドバイスをもらうなど、

子育て支援活動を継続的にサポート。 

●問合せ先：読売新聞大阪本社「よみうり子育て応援団大賞」 

事務局 TEL：06-6881-7228  

https://www.shimane-ikiiki.jp/subsidies/4064 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しい情報は「島根いきいき広場」で検索 https://www.shimane-ikiiki.jp 

2019 年度 (第 45 回) 
丸紅基金社会福祉助成金 

 

サイト「島根いきいき広場」には助成金・イベント情報が盛りだくさん！  

一部を抜粋してお届けします。QR コードはこちら ☞ 
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2019 年度 しまね文化ファンド 
助成事業 (後期) 

 

社会福祉法人清水基金 
ＮＰＯ法人助成事業 

 
 

2019 年度地域づくり・NPO セミナー 

成果の導き出し方ワークショップ  講師：今田克司氏 

「コネクトコネクト」 
ダンスカンパニースカーチエ 

 

第 13 回 よみうり 
子育て応援団大賞 

 
 

第 17 回 配食用小型電気 
自動車寄贈事業（2019 年度） 

助成金・イベント情報 

 



 

Facebook も日々更新中！ 

しまね県民活動支援センター（ふるさと島根定住財団）で 

検索してみてください♪ 

イベントの告知に！助成金情報

の収集に！！『しまねいきいき

広場』をぜひご活用ください。 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

                   

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

 

全体

内認定

内仮認定

2

3

4

全体

内レベル２

しまね社会貢献基金登録団体数

県内ＮＰＯ法人数

だんだん認証レベル
取得団体数

1

5

新設ＮＰＯ法人数

解散ＮＰＯ法人数

 

 

森林教室の様子 

『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え方や経験から活動に迫るコーナーです。スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

 

 

県内 NPO 情報 H31.３.3１現在  

[松江事務局]  

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： chiiki@teiju.or.jp 

 [石見事務所] 

〒697-0034 浜田市相生町 1391-8 シティパルク 

浜田 2 階 石見産業支援センター（いわみぷらっと）内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

発行元 

（しまね県民活動支援センター） 
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次世代に繋げていきたい“思い” 

 
宍道湖と日本海を結ぶ中海に浮かぶ

大根島。ここに、戦後の日本を代表す

る東洋思想の権威、故中村元博士を顕

彰する記念館がある。2012年 10月 10

日に開館してから、今年で 7年目を迎

える。 

この中村元記念館設立をきっかけに

発足したのが特定非営利活動法人中村

元記念館東洋思想文化研究所であり、

そこで理事長を務めるのが清水谷さん

だ。 

清水谷さんは、これまでを振り返り

「最初は珍しさから、市民や観光客に

も興味を持たれたが、“継続する”こ

とが難しい。今後の課題は時代に合っ

た館の在り方（運営）だ」と話す。 

館の認知度もまだまだ低く、特別な

場所として敷居が高いと思われがち

だ。しかし「今の気忙しい時代にこ

そ、自分をみつめる心の学びの時間が

必要ではないだろうか。」そう考える

人達に是非、利用してもらいたい。と

清水谷さん。もっと一般の人たちに気

軽に来てもらえるようにしたいと、新

しい利用者を増やすべく取り組みも熱

心に行っている。 

その一つが「中村元思想文化カフ

ェ」の開催だ。研究員による身近なテ

ーマでの公開講座は、定員を超えて集 

まることもあるという。また、地域

の人々にも利用していただけるよう

に、八束学園の子供たちに職場体験

の場を提供したり、「読み聞かせ」

のイベント協力なども行っている。 

「入館料は無料なので、何度でも訪

れてほしい」と、清水谷さんは話

す。 

館にある蔵書の整理は松江市から

の委託事業だが、その他の運営は、

支援者による貴重な寄付で賄われて

いる。日本には「寄付すれば一言御

礼がもらえるのが当然」という御礼

の文化がある。「見える関係性」で

寄付者にお礼が言える事は非常に大

切だと考える清水谷さん。今後は寄

付者にもメリットのある、「認定 NPO

法人」への移行を視野に入れ、準備

を進めている。 

また現在は、しまね社会貢献基金

の登録団体として、職員一丸となっ

て、寄付者の理解を得るには、まず

自分達が制度をよく理解し、説明で

きるようにすることだと意識を高め

ている。 

自身も清水寺の貫主として、多く

の人と関わりを持つ中で「人のお世

話をすると、まわりまわって返って

くる」と日々実感しているという。 

どううまく後継者にバトンタッチ

していくか、という大きな課題はあ

るが、清水谷さんは、できるだけ長

く継続していくために、支援者の心

をつかむ組織運営が大事だと意識し

ている。支援の輪が広がって、この

先も館が残り、大切な教えが次世代

へと繋がっていく事。これこそが団

体の目指すところなのだ。 （Ｔ） 
中村元記念館内 展示室 

 

 

特定非営利活動法人 中村元 

記念館東洋思想文化研究所 
 

 理事長 清水谷 善圭 さん    
 
清水寺貫主 (安来市) 1947年兵庫

県加西市生まれ。父が安来市に赴任し

たことがきっかけで同市に移住。 

23歳から仏教の世界に入り、49年間

務めている。趣味は、休日は韓国ドラマ

をみてゆったりと過ごすこと。 

Apple社好き（Apple歴 33年）    

むさのみょうぎょう 

座右の銘は「無作の妙行」 

主な活動 
・中村元記念館の管理運営、中村博

士の蔵書約 34,000点の管理。 

・東方学院松江校の講座企画運営 

・しまね社会貢献基金の登録団体 

・2017年度中国ろうきん寄付システム

（文化・スポーツの分野）採択団体 

 

しみずたに ぜんけい  

 


